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エグゼクティブサマリー 2

１.【2024年3月期第２四半期は増収増益】
詳細は５～11ページをご参照下さい。

２.【2024年３月期連結業績予想を下方修正】
今期業績予想について、利益を下方修正いたします。（売上は据置）
詳細は12、13ページをご参照下さい。

３.【芽室製糖所での北海道糖業㈱からの受託製造を開始】
ＤＭ三井製糖ホールディングス株式会社（以下、ＤＭ三井製糖ＨＤ）との資本業務

提携契約に則り、ＤＭ三井製糖ＨＤの連結子会社である北海道糖業株式会社の本別事
業所で集荷する原料てん菜の一部を、芽室製糖所で受け入れし、砂糖等の製品の受託
製造を開始しております。

本件は、北海道十勝の畑作農業の輪作体系を維持し、生産者の皆様の持続的な農業
経営に資するためにも重要な取組みです。今後とも、持続的な北海道畑作農業の振興
のために尽力してまいります。

４.【日本甜菜製糖グループのパーパスを制定】
日本甜菜製糖グループのパーパスを制定いたしました。今後とも企業価値の向上を

目指すとともに、持続可能な社会に向け貢献してまいります。

詳細は20ページをご参照下さい。
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「てん菜」は、「サトウキビ」とならぶ砂糖の主要原料です。
「ビート」や「砂糖大根」とも呼ばれ、日本では北海道で栽培さ

れています。
砂糖は「てん菜」や「サトウキビ」に含まれる砂糖分を純粋にと

りだした天然の食物です。

甜菜
てんさい
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1. 第２四半期決算概要
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第２四半期決算概要 5

• 前年同期比 砂糖事業で増収、増益

飼料事業で増収、減益(損失の増)
• 砂糖事業の増益、受取配当金の増加等により、経常利益は前年同期比350百
万円増（24.5％増）

2023年3月期 2024年3月期

第２四半期実績
(A) 通期実績 第２四半期実績

(B)
前年との差異

(B)-(A)
前年同期比 通期予想に

対する達成率

売上高 30,501 65,013 32,408 1,907 6.3% 46.3%

売上原価 22,864 49,873 24,862 1,998 8.7% ー

売上総利益 7,637 15,139 7,546 ▲90 ▲1.2% ー

販売費及び一般管理費 6,464 13,632 6,317 ▲147 ▲2.3% ー

営業利益 1,172 1,506 1,229 56 4.8% 102.4%

売上高営業利益率 3.8% 2.3% 3.8% ー ー ー

経常利益 1,426 1,993 1,776 350 24.5% 88.8%

売上高経常利益率 4.7% 3.1% 5.5% ー ー ー

当期純利益 981 1,260 1,246 265 27.0% 103.9%

単位：百万円
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セグメント別 砂糖事業 6

• 例年並みの販売量には及ばないまでも
飲料、菓子、外食向けの出荷が回復傾向

• 砂糖販売価格の上昇
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(前年同期)

売上高 21,400 42,818 23,261 ＋1,860

営業利益 871 ▲243 1,413 ＋542

• 売上高はてん菜の豊凶、海外砂糖相場、
国内砂糖消費量等、外部要因の影響大

• 一定の数量を超えるビート糖は、安価な
ビート原料糖として販売

• 国内消費量の減少により、ビート原料糖の
販売量が増加し、売上高は減少傾向

売上高

営業利益

単位：百万円

単位：百万円

単位：百万円 • コスト削減への取り組みが課題
• エネルギーコストの増加が懸念
• 10月－11月に収穫されるてん菜から製造され
るビート糖の棚卸資産の一部について、砂糖
市況の動向により評価損の計上が必要になる
場合があり、第３四半期以降の損益が悪化す
る傾向がある

• 2023年産原料てん菜は夏季の猛暑の影響等に
より低糖分となる見込みであり、製造コスト
の上昇が避けられない
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セグメント別 食品事業 7

• 価格改定により、イーストの売上高増加

• オリゴ糖等（ラフィノース、フラクトオ
リゴ糖）の販売量が減少

• ドライイーストの販売拡大に注力

• 液状オリゴ糖の拡販により売上の確保に
努めている

• エネルギーコストの増加が懸念

• オリゴ糖等食品素材の販売回復が課題

売上高

営業利益

単位：百万円

単位：百万円

単位：百万円
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売上高 1,252 2,528 1,264 ＋11

営業利益 15 49 27 +12
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セグメント別 飼料事業 8

• 配合飼料販売数量は酪農環境の悪化によ
り減少。原材料価格の上昇により販売価
格は上昇

• ビートパルプの繰越在庫の販売が減少

• 燃料在庫の棚卸資産評価損の影響

• 機能性のある独自商品を継続的に市場へ投入
• 乳牛用だけでなく和牛用、育成牛用にも注力
• ビートパルプ売上はてん菜の豊凶に依存

売上高

営業利益

単位：百万円

単位：百万円

単位：百万円
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売上高 5,020 12,536 5,206 ＋186

営業利益 ▲230 440 ▲676 ▲445

中間
通期

中間
通期

・ビートパルプは下期に売り上げが多い

※ビートパルプ：製糖所で「てん菜」を裁断し糖分を抽出
した後の繊維質で、主に牛用の飼料とし
て使用されております。
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セグメント別 農業資材事業 9

• 価格改定等により紙筒の売上高が増加

• 農業用機械器具の売上が減少

• 直播拡大によりビート用紙筒、移植機の
販売が減少傾向

• そ菜用、輸出用の紙筒が増加傾向

• 紙筒の出荷時期のずれによる影響あり

売上高

営業利益

単位：百万円

単位：百万円

単位：百万円
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売上高 1,513 4,353 1,368 ▲144

営業利益 76 207 69 ▲7

中間
通期

中間
通期
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セグメント別 不動産事業 10

• 一部賃貸物件の稼働率が低下

• 経費削減に努める

• 各テナントとの友好的な関係の維持に努
める

売上高

営業利益

単位：百万円

単位：百万円

単位：百万円
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営業利益 480 965 460 ▲19
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セグメント別 その他の事業 11

• スポーツレジャー施設の売上が回復傾向

• 貨物輸送等の売上・利益が減少

• 連結会社間の売上は連結決算にて消去され
るため、連結決算の売上に計上されない

売上高

営業利益

単位：百万円
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売上高 558 1,265 574 ＋16

営業利益 ▲98 70 ▲113 ▲14
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中間
通期

• 秋に農作物の輸送があるため、下期に利益
が増える傾向あり
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今期業績予想の修正について 12
国際的な砂糖相場の上昇のなか、国内販売価格もこれを反映し上昇することを見

込んでおりますが、

• 砂糖事業において、夏季の猛暑等による影響で原料てん菜が低糖分となる見込み
であり、製造コストの大幅な上昇が避けられない状況です

• 飼料事業において、販売数量の減少が見込まれます

これらにより利益が当初の予想より減少する見通しとなったことから

2023年５月12日に公表した通期連結業績予想を修正いたします

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主
に帰属する
当期純利益

１株当たり
当期純利益

前回発表予想(Ａ)
百万円
70,000

百万円
1,600

百万円
2,200

百万円
1,500

円 銭
112.33

今回修正予想(Ｂ) 70,000 1,200 2,000 1,200 90.79

増減額（Ｂ－Ａ） ― △400 △200 △300

増減率（％） ― △25.0 △9.1 △20.0

(ご参考)前期実績
(2022年３月期) 65,013 1,506 1,993 1,260 93.59

2024年３月期通期連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

（注）上記の予想は、現時点において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、
実際の業績等は今後様々な要因によって異なる可能性があります。
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今期業績予想と前期実績との比較 13

2023年3月期 2024年3月期

第2四半期
実績 通期実績 第2四半期

実績
前回(5/12)
通期予想

今回修正
通期予想

前回予想との
差異

売上高 30,501 65,013 32,408 70,000 70,000
ー

(ー%)
売上原価 22,864 49,873 24,862 ー ー ー

売上総利益 7,637 15,139 7,546 ー ー ー

販売費及び一般管理費 6,464 13,632 6,317 ー ー ー

営業利益 1,172 1,506 1,229 1,600 1,200
▲400

(75.0%)

売上高営業利益率 3.8% 2.3% 3.8% 2.3% 1.7% ー

経常利益 1,426 1,993 1,776 2,200 2,000
▲200

(90.9%)

売上高経常利益率 4.7% 3.1% 5.5% 3.1% 2.9% ー

当期純利益 981 1,260 1,246 1,500 1,200
▲300

(80.0%)

単位：百万円

今回修正後の通期業績予想と前期実績との比較は以下のとおりとなります

• 経常利益は、受取配当金の増加等により前期並みになる見込みです

• 10月上旬から開始した今期製糖については、原料てん菜の糖分低下による影響が
大きいですが、効率的な製糖に努め、製造コストの低減を図ります

（注）上記の予想は、現時点において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、
実際の業績等は今後様々な要因によって異なる可能性があります。
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2. トピックス
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ご来場者様の声

トピックス①

2023年9月16日 個人投資家向け説明会（大和インベスターズ・リレーションズ(株)開催）を札幌で
初めて実施いたしました。事業概要等を説明した後、ご出席者様からのご質問にお答えしました。

15

多くの個人投資家の方々にご来場いただけました。
ご来場者様の声より一部を紹介いたします。
・北海道の代表作物としてのてん菜、ますます応援したいと思いました。
・誠実。地球環境に配慮していて好感を持った。
・毎日の食生活に欠かせない。使っています。株の保有も考えてみます。

個人投資家向け説明会
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「ジャパン・フード・セレクション」とは(一社)日本フードアナリスト協会が主催
する日本初の食品・食材評価制度です。同会に在籍する２万３千人の「食の情報の
専門家」であるフードアナリストが審査を担当、公正・中立な審査体制のもと、日
本人の繊細な味覚・嗜好性・感性・食文化に配慮した評価を行います。
「グランプリ」は審査項目での得点率が90%以上の評価を得た商品のみが受賞でき
る最高評価の賞です。

日本フードアナリスト協会の評価ポイント
・液だれせずに切れが良く、風味と心地よい甘さのバランスが素晴らしい。
・現代の健康志向、腸活のトレンドにフィットした商品で、ヘルシーに使える。
・料理の味付けに気をかけている方に、特に使い勝手が良い商品である。
・いつもの料理に手軽に使えて、腸内環境も整えられるのは非常に嬉しい。
・甜菜糖といえば北海道のイメージだが、「どさんこ」のネーミングが
可愛らしい。

・スッキリとしていて甘すぎず、色味もキレイで色々な料理に使えそう。
・安心安全な優しい味であり、原材料を余すところなく活用している。

トピックス②

一般社団法人日本フードアナリスト協会が主催する「第66回ジャパン・フード・セレクション
(2023年8月)」において、当社製品のオリゴ糖含有シロップ「北海道どさんこオリゴ300g」が最高評価
である「グランプリ」を受賞しました。

16

第66回ジャパン・フード・セレクションにて「北海道どさんこオリゴ」が
グランプリを受賞

どさんこオリゴ300gは、株主優待
として100株以上保有の株主様に
お贈りしております。

日本甜菜製糖オンラインショップ
からもご購入いただけます。
１７頁をご参照下さい。



Ⓒ日本甜菜製糖株式会社 2023

トピックス③ 17

ＥＣサイトを開設いたしました

●取扱い商品の一部

北海道産のグラニュ糖、上白糖、パン酵母イースト、各種オリゴ糖を販売しております

北海道まろやかてんさい糖 ラフィノース100北海道ビートオリゴスズラン印グラニュ糖

https://nitten-ec.shop-pro.jp/
日本甜菜製糖 ONLINE SHOP

北海道と共に歩んで100年

北海道の大自然で育んだ農産物「てん菜」をベースに、
とっておきの北海道産素材を皆様にお届けいたします

2023年６月30日、当社取扱い製品の一部（砂糖・イースト・オリゴ糖）を対象とした
ＥＣサイトを開設しました。当社製品を「知って貰い」「使って貰い」「喜んで貰い」、
スズランブランドのファンになって頂き、更なる拡販に努めて参ります。
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てん菜糖の歴史、製造方法等を一般の皆
様にお伝えするための施設として運営し
ております。

トピックス④ 18

ご来場者様の声より一部を紹介いたします。
・てん菜を使用して、プラスチックや燃料の研究をしている
のは知らなかったので、勉強になりました。

・砂糖を作る大変さと工程がとても勉強になりました。

「ビート資料館」のご案内

〒080-0831 北海道帯広市稲田町南8線西14番地
休館日 月曜日・年末年始・8/15・9/5

https://www.sugarbeets-museum.com/
※ご来訪の際は予めご予約いただければスムーズに
見学いただけます。

「ビート資料館フェスタ~2023スイーツフェア~」を開催いたしました

「ビート資料館フェスタ」は
日本甜菜製糖グループの認知
度向上、ＳＤＧｓへの取組み
の紹介、地域貢献等を目的と
し、2014年から開催しており
ます。

2023年９月９日「ビート資料館フェスタ」は、４年ぶりの開催となりましたが、多くの方々にご来
場いただきました。屋外ではスイーツの販売や演奏会などのイベントが行われ、館内では館⾧が案内
するツアーを実施し、てん菜の歴史や砂糖の作り方を紹介しました。
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3. ガバナンスの取り組み

19



Ⓒ日本甜菜製糖株式会社 2023

パーパス制定 20

日本甜菜製糖グループのパーパスを制定いたしました

1969 年に制定した社是「開拓者精神を貫き 社会に貢献しよう」を当社は半世紀以上守り続
けて参りましたが、創業 100 周年の節目に当たり、

当社の強みは何か、社会から何が求められているのか、わたしたちができることは何なのか、
日甜グループの全社員を対象にしたグループ討議を 150 回以上行ない、見つめ直しました。

パーパスには以下の思いを込めております。日本甜菜製糖グループ パーパス
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事業ポートフォリオについて 21
● 日甜グループ中期経営計画において、砂糖事業・不動産事業を基盤事業とし、

食品事業・飼料事業・農業資材事業を成⾧事業と位置付けております
直近の事業年度における各事業における設備投資・研究開発投資・人的資本への投資等の状況に

ついては以下のとおりです

成⾧事業

※

【２０２３年３月期】
単位：百万円

砂糖事業 食品事業 飼料事業 農業資材事業 不動産事業 その他の事業 ※全社 合計

　外部顧客への売上高 42,818 2,528 12,536 4,353 1,510 1,265 65,013
　内部売上を含む売上高 Ａ 43,056 2,556 12,550 4,357 1,635 12,828 76,985
　事業毎の利益 B -243 49 440 207 965 70 1,489
　事業毎の資産 Ｃ 46,938 2,655 4,623 5,776 7,960 2,808 32,386 103,149
　投資額 Ｄ 2,742 139 86 64 50 192 3,276
　減価償却費 1,244 129 251 166 312 181 2,209
　人員数 E 347名 65名 51名 139名 1名 87名 83名 773名
　人員の増減（前年比） +9名 -4名 ＋１名 -1名 -3名 ＋6名 ＋8名
　試験研究費 Ｆ 306 116 137 67 - - 628

　従業員１名あたり売上高 Ａ／Ｅ 124.1 39.3 246.1 31.3 1635.0 147.4 99.6
　従業員１名あたり利益 Ｂ／Ｅ -0.7 0.8 8.6 1.5 965.0 0.8 1.9
　試験研究費の売上高比率 Ｆ／Ａ 0.7% 4.5% 1.1% 1.5% 0.8%
　事業利益/事業資産 Ｂ／Ｃ -0.5% 1.8% 9.5% 3.6% 12.1% 2.5% 1.4%
　投資の売上高比率 Ｄ／Ａ 6.4% 5.4% 0.7% 1.5% 3.1% 1.5% 4.3%

※2023年3月期　食品事業において減損損失97百万円を計上しております

※全社（資産）は、現預金及び有価証券等です

※全社（人員）は、管理部門の従業員です
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4. 参考資料

22



Ⓒ日本甜菜製糖株式会社 2023

会社概要 23

社 名
にっぽんてんさいせいとうかぶしきかいしゃ

日本甜菜製糖株式会社

社 名 英 訳 Nippon Beet Sugar Manufacturing Co.,Ltd.

本 社 所 在 地 〒108-0073
東京都港区三田三丁目１２－１４ ニッテン三田ビル

代 表 者 取締役社⾧ 石栗 秀

資 本 金 ８２億７千９百万円

創 立 １９１９年（大正８年）６月１１日

従 業 員 数 ７７８名（連結）／６３１名（単体）

株 式 東京証券取引所プライム市場（証券コード２１０８）

「日甜アグリーン戦略」で諸課題にチャレンジし、

持続可能な食料システム構築と新たな価値の創造を目指し

多くの方に支持され続ける企業に成⾧してまいります。

詳しくは当社ＨＰをご参照下さい。
※「アグリーン」とは「アグリカルチャー」と「グリーン」を掛け合わせた造語です
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24連結子会社

会社名 十勝鉄道（株） スズラン企業（株） ニッテン商事（株） サークル機工（株）

住 所 北海道帯広市稲田町
南９線西１３番地１

北海道帯広市稲田町
南８線西１２番地１

千葉県千葉市美浜区
新港３０番地６

北海道滝川市幸町
３丁目３番１２号

設 立 1923年（大正12年) 1971年(昭和46年) 1938年(昭和13年) 2009年(平成21年)

事業内容 貨物自動車運送業
倉庫業
自動車整備業
農畜産事業

スズランボウル
宮脇書店帯広店
ガソリンスタンド
(３カ所)
保険代理店

食品卸業
（砂糖・イースト・
製菓製パン用食材）

農業用機械の製造・
販売

資本金 1,500万円 1,000万円 1,800万円 1,500万円

苗の移植機
北海道ビートオリゴ

貨物自動車運送業
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25北海道の畑から食卓へ

北海道津別町 てん菜（ビート）畑

国内砂糖生産体制の確立と北海道寒冷
地農業の振興を目的として「てん菜」栽
培がスタートしました。

畑作では連作障害を避けるため、輪作
が欠かせません。

てん菜は畑作の基幹作物であり、砂糖
以外にも牛の餌となるビートパルプは北
海道の酪農に大きく貢献しております。
また、ラフィノース(オリゴ糖の一種)、
ベタイン(アミノ酸の一種)なども含まれ
ています。

我々は、北海道の輪作体系を維持し、安
全安心な国産の砂糖を安定的に提供して
まいります。

てん菜を活用した
ＣＮＦ（セルロースナノファイバー）
やＳＡＦ（持続可能な航空燃料）等の
研究も行っております。

北海道芽室町 芽室製糖所
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事業紹介① てん菜糖業を中心に多角化を推進

砂糖事業

北海道内の三製糖所で
てん菜から砂糖を製造・販売

精製糖も販売

飼料事業

ビートパルプ（てん菜の繊維質）は
牛の飼料として活用

牛用の配合飼料を販売

食品事業

砂糖製造・発酵の技術を活用

農業資材事業

てん菜栽培の技術を活用

不動産事業

社有地を積極的に高度利用
帯広 商業施設
東京 オフィスビル など

26

その他の事業
貨物輸送、石油類販売
書籍販売、スポーツ施設営業等
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事業紹介②

【砂糖】
・業務用、家庭用合わせて日本で消費される砂糖の１０％強を供給
・家庭用の「スズラン印」は北海道、九州、中国地方を中心に販売

【製パン用のパン酵母】【オリゴ糖等食品素材】
・製パンに使われるパン酵母(イースト)
・てん菜由来のオリゴ糖やベタイン（アミノ酸の一種）等

【牛用の配合飼料】【ビートパルプ】
・北海道内で主に乳牛用の配合飼料を製造・販売
（イーストやオリゴ糖を配合した機能性のある商品が特⾧です）

・ビートパルプ（てんさいの繊維質）は国産の牛の飼料です

【紙筒（ペーパーポットⓇ）】【農業用機械器具】
・当社が開発した紙製の農業用資材（紙筒～ペーパーポットⓇ、チェーンポットⓇ）は、
てん菜(ビート)の他、ネギ等のそ菜の苗作りにも使われております

・紙筒専用の機材や、育苗用の培土等も取り扱っております

【北海道、東京等で不動産賃貸】
・北海道帯広市で複合商業施設を賃貸しており、地域の皆様の暮らしに貢献しています
・東京でオフィスビル等を賃貸しております。（他にも札幌市や下関市等）

飼料事業

農業資材事業

砂糖事業

食品事業

27

不動産事業
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ご来場者様の声

日本甜菜製糖グループのビジョン～ありたい姿実現に向けて

「てん菜糖業」から「てん菜産業」への飛躍

てん菜糖業てん菜糖業

「健康社会の実現」

「海外への展開」

「未来への挑戦」収益

将来現在

てん菜産業てん菜産業

砂糖 ビートパルプ

28

※詳細は当社ＨＰ 第２次中期経営計画をご参照ください。

オリゴ糖▶健康食材の需要の高まりに対応するため、胃や小腸
で消化吸収されにくいオリゴ糖などの健康食材商品（ラフィ
ノース、ベタイン、十勝フラクトオリゴ等）の販売強化

飼料▶当社独自素材のDFAⅢは、分娩後の牛
が発症しやすい低Ca血症の予防効果が期待で
きる。これを飼料添加物として商品化し、海
外へも積極的に展開する
紙筒▶海外の有機農業需要の高まりに対応す
るため、有機農業対応の新商品を開発し、移
植機などと共に海外へ積極販売する

ＳＡＦ(持続可能な航空燃料)▶糖蜜の培養技術を
応用し「微細藻類の従属栄養による高密度大量
培養技術」の確立を目指した研究に挑戦

ＣＮＦ(セルロースナノファイバー)▶てん菜を
新プラスチック素材（CNF等）とする研究に挑戦

企業価値の向上を目指すとともに、持続可能な社会に向け貢献してまいります。

https://www.nitten.co.jp/ir/images/adver/2nd_middleplan.pdf
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過去３年間の業績推移 29

2021年3月期
第２四半期 2021年3月期 2022年3月期

第２四半期 2022年3月期 2023年3月期
第２四半期 2023年3月期 2024年3月期

第２四半期

売上高 24,862 54,792 26,197 58,492 30,501 65,013 32,408

経常利益 1,068 2,349 1,882 2,818 1,426 1,993 1,776

当期純利益 715 1,642 652 1,975 981 1,260 1,246

純資産額 67,599 68,462 68,641 67,918 67,587 68,134 71,578

総資産額 90,379 97,392 93,227 100,458 92,325 103,149 95,300

１株当たり
純資産額(単位:円) 4,759.98 4,886.11 4,896.95 5,037.45 5,008.64 5,102.17 5,479.01

１株当たり
当期純利益額(単位:円) 50.40 115.88 46.59 141.76 72.75 93.59 94.30

売上高経常利益率 4.3% 4.3% 7.2% 4.8% 4.7% 3.1% 5.5%

自己資本比率 74.8% 70.3% 73.6% 67.6% 73.2% 66.1% 75.1%

株主資本利益率
（ＲＯＥ） － 2.4% － 2.9% － 1.9% －

売上高のうち砂糖事業
の占める割合 69.0% 64.5% 69.1％ 64.6% 70.2% 65.9% 71.8%

単位：百万円

• 当社グループは、売上高経常利益率を経営指標として設定し、目標とする
売上高経常利益率を４．０％としております。
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株主還元

※2019/3期は１株につき50円の普通配当に加え、30円の創立100周年記念配当を実施いたしました。

●株主の皆様への適切な利益還元を経営上の重要な政策と位置づけております。

• 2024年３月期から配当方針を「１株当たり50円以上」としております。

2024年３月期の配当は50円を予定しております。

• 必要に応じて自己株式の取得を検討いたします。

（本年5月から、10億円を上限とし自己株式の取得を実施しております。)

(１株当たり配当金) ⇒ (50円) (50円) (50円) (80円)※ (50円)(50円)(50円) (50円)

30
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株主優待制度について
●100株以上保有の株主様に当社製品をお贈りしております。

• 毎年 3 月末現在（基準日）の株主名簿に記載または記録された株主様

（年１回 ７月上旬のお届けとなります。）

所有株式数 贈呈品 内容

100～499株 1,000円相当
どさんこオリゴ１本
上白糖２Kg・グラニュ糖１kg

500～999株 1,500円相当
どさんこオリゴ２本
上白糖２kg・グラニュ糖１kg
スティックシュガー3g×30 １個

1,000株以上 2,500円相当
どさんこオリゴ４本
上白糖２kg・グラニュ糖１kg
スティックシュガー3g×30 ２個

※2022年度まで、株主優待制度としてではなく、年度毎に実施を決定し当社製品の砂糖を贈呈しておりましたが、株主の皆
様の日頃のご支援にお応えするとともに、当社株式の投資魅力を高めることを目的として、当社製品の贈答に代えて、2023
年度から株主優待制度として当社製品を送付しております。

どさんこオリゴ300ｇ
フラクトオリゴ糖を含むシロップ
です。グラニュ糖１Kg 上白糖１Kg

スティックシュガー 3g×30本

31
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株価の推移
• 2022年４月 東京証券取引所市場第一部から新市場区分「プライム市場」へ

移行しております。

• 証券コード 2108

• 新聞の経済面等では銘柄名が「甜菜糖」と記載されています。

32

（終値の平均線）

2023年10月31日
終値1,918円
配当利回り2.61%
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株式の状況（2023年９月30日現在）

大株主の状況 株主構成分布状況

株主名 所有株式数
（株）

持株比率
（％）

日本マスタートラスト
信託銀行株式会社 1,281,700 9.81
明治ホールディングス
株式会社 993,845 7.61

ニッテン共栄会 916,588 7.02
農林中央金庫 514,926 3.94
株式会社
日本カストディ銀行 512,200 3.92
東京海上日動火災保険
株式会社 428,141 3.28

株式会社みずほ銀行 355,183 2.72
NIPPON EXPRESSホール
ディングス株式会社 320,288 2.45

スズラン持株会 280,956 2.15
ＤＭ三井製糖ホールディ
ングス株式会社 265,300 2.03

その他金融機関
565,426株

損害保険会社
428,141株

生命保険会社
222,592株

金融商品取引業者
204,610株

個人・その他
4,882,041株

その他の法人
2,773,403株信託銀行

2,082,500株

外国法人等
1,050,892株

銀行
854,466株

自己名義株式
2,261,571株

※当社は自己株式2,261,571株を所有しておりますが、
上記大株主の記載からは除外しております。
※持株比率は、自己株式数を控除して算出しております。

33
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砂糖価格・砂糖消費量

（砂糖年度）

農林水産省「砂糖及び異性化糖の需給見通し」より当社作成

（千トン）

※砂糖年度とは、当該年の10月から翌年の9月までの期間注１：小売価格は、総務省統計局調べ
注２：日経市価は、日本経済新聞の市中相場（東京、上白、30kg大袋入り）の

価格（消費税抜き）で、各月の平均値
注３：粗糖現物価格は、東京商品取引所・大阪堂島商品取引所調査の粗糖現物価格（月平均価格）

（セント／ポンド） （円／ｋｇ）

砂糖消費量の推移
2012年~2021年(砂糖年度)

（年）
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当社は「開拓者精神を貫き 社会に貢献しよう」の社是のもと、北
海道寒地農業の振興と国内甘味資源自給率確保の社会的使命を企業理
念として、主業のビート糖事業を中心に公共性の高い事業を営んでお
ります。

てん菜（ビート）は、北海道の畑作農業に欠くことのできない基幹
作物の一つでもあります。そのため、ビート糖事業には原料生産者を
はじめ多くのステークホルダーが存在しており、企業利潤追求の枠を
超えて、⾧期的かつ安定的に事業を継続することが求められておりま
す。

また、当社グループはビート糖事業以外にも、精製糖、飼料、農業
資材、不動産などの様々な事業を展開しておりますが、企業としての
継続的な成⾧と、企業価値の向上を目指すとともに、「持続可能な社
会の実現」のために引き続き努力していきます。



本資料は、作成時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、
リスクや不確実性を含んでおります。従いまして実際の業績等はこれらと異なる
可能性があります。万一この情報に基づいて被ったいかなる損害につきましても
当社は一切責任を負わないことをご承知おき下さい。
本資料は投資判断の参考となる情報の提供を目的としたものであり、投資勧

誘を目的としたものではありません。

【お問い合わせ先】
日本甜菜製糖株式会社
法務室法務課
soumutky@nitten.co.jp

11月30日は「いい砂糖の日」です。


